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本論文は,既存構造部材に炭素繊維強化プラスチックを設置し補修・補強する場合において,
接着接合による応力伝達を期待しない新たな手法を提案し,力学特性の評価,耐力評価法なら
びに最大耐力到達後の挙動について実験一岬析を通して論じている。

まず,第1章において本論文の背景と目的について示している。第2章では繊維強化プラス
チックを用いた補修・補強法に関する既往の研究について調査し,その利点・欠点を示してい

る。第3章では,本論文で提案する手法の基本的特性を評価する目的で,鋼棒材を用いた圧縮
試験を通して,補強効果と設計法より評価される耐力との対応を明らかにしている。さらに,
パラメトリック数値解析によっても補強効果を分析し,設計法との対応を明らかとしている。
第4章では,鋼構造部材として多用されている山形断面の鋼部材を対象に,部材長・補強材で
ある炭素繊維強化プラスチックの範囲・厚さ・断面形状を変数として実験検証を実施し,圧縮
耐力の向上効果と耐力評価式との対応,また座屈後の耐力低下性状の推定法を明らかとしてい

る。第5章では,前章と同様に山形断面の鋼部材を対象とし,一時的な補強を想定した補強材
の設置方法と補強効果・耐力評価式との対応について示している。最後に,第6章では,補強
法とその設計法に関する結果をまとめ,本論文の結論としている。

論文内容 の 要

既存鋼構造物の経年劣化や,要求される構造性能の見直し等で補修・補強を必要とされる構
造物は国内外に数多く存在する。こうした中,軽量・高強度な炭素繊維強化プラスチックを用
いて補修・補強を行う研究が盛んに進められている。補強を行うためには炭素粒郊隹強化プラス

チックを既存構造物表面に接着接合するととで補強効果を発揮させる手法が一般的であるが,
接着接合は表面処理・接着剤の硬化条件・供用中の環境条件等によって強度がぱらつくことや,
接着接合自身も経年によって劣化することが問題とされている。

本論文では,接着接合を用いなくとも補強効果を発揮させることができる手法を提案し,そ
の手法に関して力学試験や数値解析を通して力学特性の分析を行うことを通して,耐力と大変
形後の挙動を評価する方法を確立しており,主要な研究成果として以下の3点に要約できる。
1)既存鋼構造部材表面で真空樹脂含浸成形法による炭素繊維強化プラスチックの成形を

行うことで,接着接合を用いなくとも,部材の圧縮耐力を向上させられることを明らかと
した。この成果は,極めて実用的な補強手法であると言え,実構造への応用が期待される。
2)力学試験と数値解析を通して,本論文で提案する補強法に基づいて補強された部材の力
学特性分析と耐力評価手法を明らかとしており,設計上有用で建設分野における非接着合
成構造部材の圧縮耐力評価に関する研究成果として学林珀勺価値を有している。

3)本論文で提案する補強法の最大耐力到達後の大変形領域の挙動を評価する手法を明ら

かとしており,弾性域と塑性域にわたる挙動の評価が可能となることで実設計への応用が
期待される。

以上,本論文は繊維強化プラスチックによる鋼構造部材に対して,新たな力学モデルに基づ
いて補強された部材の耐力・補強効果や最大耐力後の挙動を簡便に評価する手法を提案し,実
用的な補強法を新たに確立したものである。繊維強化プラスチックと鋼との接着接合を用いな

い合成構造部材を設計する技術として有用な学郁珀勺・実用的研究成果を与えており,博士(工学)
の学位論文に相当するものと判断した。
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